
＊本研究会は日本救急撮影技師認定機構2ポイント、日本X線CT専門技師認定機 構種別Ⅱ-3 、肺がん
ＣＴ検診認定機構指定研究会、日本診療放射線技師会 生涯教育に指定されております。
＊業務、アプリの不具合などの不参加についてご返金は対応できませんことをご了承ください。
また、オンデマンドも予定しておりません。

＊ご登録いただいた情報は、ご参加の確認のために記録、保管いたします。なお、医薬品及び医学･薬学に関す
る情報提供のために利用させていただくことがあります。ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

＊本研究会にかかわる著作権、商標権などの知的財産権、その他の権利を侵害する行為及びデータの
撮影、録音、録画、SNSへのアップロードなど不正利用を固く禁じます。

＊本研究会の出席により、日本救急撮影技師認定機構、日本X線CT専門技師認定機構、肺がんCT検診認
定機構の更新ポイント、また日本診療放射線技師会生涯教育のカウントが付与されます。

共 催 東北CT技術研究会 GEヘルスケアファーマ株式会社

後 援 （公社）日本放射線技術学会東北支部 （公社）青森県診療放射線技師会

（一社）岩手県診療放射線技師会 （公社）秋田県診療放射線技師会（公社）宮城県放射線技師会

（一社）山形県放射線技師会 （公社）福島県診療放射線技師会（一社）新潟県診療放射線技師会

GEヘルスケアファーマ株式会社

開会の辞 代表世話人 山形大学医学部附属病院 佐藤 俊光

青森県立中央病院

棟方 聡 先生

「医療過疎地域における脳神経外科医の役割
〜脳卒中医療を中心に〜」

閉会の辞

｢ 頭部CTの現状 〜15年前とどう違う？ 〜 」テーマ

16:45～17:45

◼

◼

謹啓 東北CT技術研究会は第15回を迎え、対面での研究会に戻り2回目の開催となります。今回のテーマは｢頭部CTの現状
～15年前とどう違う？ ～ 」としました。第1回のテーマであった「頭部」から15年経過し、その間、CTはたくさんの進化が遂げられました。
どこの施設でも頭部CTは撮影されている部位ですので、普段のルーチン撮影を今一度再考し、見直すきっかけになってくれれば幸
いです。また、基調講演、シンポジウム、特別講演と新人、初級者の方から中堅、ベテランまで大いに役立つ内容となっております。
ご多忙の折とは存じますが、多くの方々にご出席頂きたくご案内申し上げます。 謹白

当番世話人 小澤友昭 山本隆史

次回当番世話人挨拶

岩手医科大学 千葉 工弥

◼

2024/9/14（土）13:10～

会費￥1,000円

第15回東北CT技術研究会

座長

基調講演 13:30～14:00◼ 座長

「  頭部CT検査（基本編）   」

○ 頭部CT画像の病変に対する基礎知識

大村 知己

青森市民病院

村上 克彦

山本 隆史

小澤 友昭

奥州市総合水沢病院 高橋 伸光

シンポジウム 14:55～16:35◼

島田 一生

座長 風間 清子

つがる総合病院 脳神経外科長

「 より良い頭部CT検査を行うためには   」

東北大学病院

○ 頭部CT画像再構成について

○ 頭部CTAの造影及び3D構築

○ 頭部Perfusionについて

福島県立医科大学附属病院

特別講演◼

13:10～13:15

総合司会

◼ 学術情報 GEヘルスケアファーマ― 製品紹介13:15～13:30

◼ 技術講演 14:00～14:45

「  頭部CT検査（応用編） 」
(休憩10分)

座長

(休憩10分)

青森市民病院 滝代 航也

竹田綜合病院 足利 広行

かつみ整形外科医院

市立秋田総合病院 工藤 和也

秋田県立循環器・脳脊髄センター

牛間木 豊

上田 達也

ハイブリット開催

会場：リンクステーションホール青森
４F 小会議室１

岩手県立中央病院

副代表世話人 秋田県立循環器・脳脊髄センター 大村 知己

村上新町病院

※詳しくは裏面をご覧下さい
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